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１２－１、浙江省について

　浙江省は面積101,800 km²（日本377.914km²）人口5,060 万 人 (10位 )。省都は杭州。浙江省のGDPおよび1人当たりGDPは、

改革・開放前は、全国で14～15位程度だった。しかし、1998年以降、浙江省のGDPおよび1人当たりGDPは、それぞれ全国で第

4位である。しかも、上海・北京・天津といった中央の直轄市を除けば、浙江省 の 1人当たりGDPは全国の省の中で、ここ7、8年にわたっ

て第1位を堅持している。 

　経済成長とともに、浙江省の経済構造も大きな変化を遂げてきた。農業を中心とした第1次産業は1978年が38.1％だったが、20０

８年には 5.1％へ低下した。一方、製造 業・サービス業の比率は、この二十数年間で、それぞれ約50％、40％に上昇した。 

　浙江省の急速な経済発展は、主として民営経済の発展によるものである。2005年のGDP のうち、71.5％は民営部門が作り出し、この

うち個人経営企業部門が57％を占めた。また、浙江省の雇用賃金の中で90％は非国有部門の雇用、つまり、民営部門である。さらに、浙

江省の固定資産投資の63％、税収の3分の2は民営部門によるものである。このように、浙江省の地域経済発展においては、民営部門が

大きな原動力になっている。 
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１２－２、浙江省について

2000ヶ所に車両数を5万台

浙江省桐郷市烏鎮西柵風景区では夜景ツアーを開始して以来、国

内外から多くの観光客が訪れて歴史ある町の夜景を楽しんでいる。

2009年第1四半期に烏鎮ではのべ53万3200人の観光客を

受け入れ、そのうち国外からの観光客はのべ5万6900人に達

している。

西湖のほとり


